
参加費参加費

1,000円
高校生以下無料

どなたでもご参加いただけます。
ご家族、ご友人お誘い合わせてご参加下さい！

主催　新潟大真理講演会実行委員会

昭和30年熊本県生まれ。九州大学卒業後、
生長の家本部に奉職し、青年会部、相愛会
部で活躍。その後、山形教区教化部長を歴
任ののち生長の家総本山で練成部、神癒祈
願部でご活躍され、平成22年本部退職。現
在は谷口雅春先生を学ぶ会代表として谷口
雅春先生の御教えを正しく、歪みなく伝える、
誌友会、勉強会の拡大に尽力されています。

生長の家創始者
谷口雅春先生を学ぶ会
代　表

前
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  幸
ゆ き

博
ひ ろ

 講師

公益財団法人生長の家社会事業団 理事
児童養護施設生長の家神の国寮施設長

國
くに 　 ひ ろ

弘  昭
あ き

義
よ し

 講師

お問い合わせ　　

お申込 FAX 025－285－9056（丹羽）
裏面の申込用紙に必要事項を記入の上ファックスでお申込下さい。

昭和31年山口県生まれ。山口大学卒業後、
生長の家本部に奉職。青年会中央育成指導
部長として、全国の小・中・高校生を中心に
青少年育成に携わり、その後新潟越南•福島
教区駐在本部員等を経て、平成20年に本部
を退職。現在は、公益財団法人生長の家社会
事業団理事、児童養護施設「生長の家神の国
寮」施設長として、谷口雅春先生のみ教えの
普及と厳しい環境下にある児童の健全育成
に尽力されています。

大 真 理 講 演 会大 真 理 講 演 会大 真 理 講 演 会
新  潟新  潟新  潟

日　程日　程

令和 7年令和 7年

５５月月２５２５日（日）日（日）
13:3013:30～～ 16:4016:40
（（12:3012:30開場）開場） 会　場会　場

燕三条地場産業振興センター
６階 研修室 4
※会場へのアクセスは
裏面をご覧下さい

テキストテキスト

新 編『生命の實相』
第 59巻 幸福篇㊤
定価 1,676 円（税込）

月刊『谷口雅春先生を学ぶ』
令和 7年 5月号
定価 550 円（税込）
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第１回第 １ 回第 １ 回第 １ 回第 １ 回第 １ 回

『生命の實相』の光で大調和の世界を『生命の實相』の光で大調和の世界を!!
ーー歓びの幸福生活は祈りから歓びの幸福生活は祈りからーー

『生命の實相』の光で大調和の世界を『生命の實相』の光で大調和の世界を!!
ーー歓びの幸福生活は祈りから歓びの幸福生活は祈りからーー

大 真 理 講 演 会大 真 理 講 演 会大 真 理 講 演 会大 真 理 講 演 会

後援　公益財団法人生長の家社会事業団 〈新潟〉090－3145－8559（丹羽） 〈新潟〉 090－6142－9745（小熊）
〈上越〉 090－1663－2941（小林） 〈三条〉080－6602－8846（小出） 
〈柏崎〉0257－24－1608（宮島）   〈長岡〉 080－5058－0133（佐藤）



第 1回  新潟大真理講演会　参加申込書
フリガナ

参加される

ご家族の方

お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）
名　前 （ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）
お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）

住　所

〒

お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）

電話番号 紹介者
（参加勉強会）

ご記入いただいた個人情報は、本会の運営、連絡等のほか、これに付随する業務を行う目的の範囲内で利用し、それ以外の目的に利用することはありません。 

参加のお申し込みは上記に必要事項を記入の上ＦＡＸでお申し込み下さい。
当日もこの申込書をご持参ください。 FAX 025－285－9056（丹羽）
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燕三条地場産業振興センター

住所：三条市須頃 1丁目 17 番地
TEL：0256－32－2311（代）

ＪＲ上越新幹線燕三条駅（燕側出口）から
徒歩５分

北陸自動車道三条燕ＩＣから
車で5分

会場アクセス


